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題字・清水英夫

　

２
０
１
６
年
２
月
24
日
、
２
月
理
事

会
が
開
催
さ
れ
た
。

１
．
委
員
会
活
動
報
告

◇
出
版
事
業
委
員
会　

飯
田
委
員
長

・
17
日
に
委
員
会
を
開
催
し
て
６
月
号

の
特
集
を
決
め
た
。「
震
災
５
年
を
ど

う
伝
え
た
か
」「
報
道
番
組
キ
ャ
ス
タ

ー
交
代
」
の
予
定
。
５
月
号
の
特
集
は

「『
食
べ
る
』ド
ラ
マ
」。
表
紙
は
佐
藤
健

さ
ん
。
ザ
・
パ
ー
ソ
ン
は
大
沢
悠
里
さ
ん
。

◇
選
奨
事
業
委
員
会　

藤
久
委
員
長

〈
テ
レ
ビ
部
門
〉

・
２
月
１
日
に
１
月
度
の
月
評
会
を
開

催
し
て
、「
赤
め
だ
か
」（
Ｔ
Ｂ
Ｓ
テ
レ

ビ
）、「
中
居
正
広
の
プ
ロ
野
球
魂
」（
テ

レ
ビ
朝
日
）、
新
春
ス
ペ
シ
ャ
ル
「
１

０
０
分
de
平
和
論
」（
Ｎ
Ｈ
Ｋ
）、
Ｎ
Ｈ

Ｋ
ス
ペ
シ
ャ
ル
「
震
度
７　

何
が
生
死

を
分
け
た
の
か
」の
４
本
を
選
ん
だ
。

〈
ラ
ジ
オ
部
門
〉  

橋
本
委
員
長

・
23
日
に
開
催
し
た
委
員
会
で
は
音
楽

中
心
の
番
組
「
ク
リ
ス
松
村
の
ザ
・
ヒ

ッ
ト
ス
タ
ジ
オ
」（
毎
日
放
送
）
と
「
夜

は
、
お
と
と
も
」（
朝
日
放
送
）
を
試

聴
し
た
。

〈
Ｃ
Ｍ
部
門
〉  

稗
田
委
員
長

・
18
日
に
定
例
会
を
開
催
し
た
。
取
り

上
げ
ら
れ
た
主
な
Ｃ
Ｍ
は
「
サ
ン
ト
リ

ー　

ボ
ス　

北
海
道
新
幹
線
篇
」「a
u　

で
ん
き　

雷
さ
ま
篇
」「
ヤ
ナ
セ　

ミ

ラ
ー
篇
」な
ど
。

・「
Ｃ
Ｍ
入
賞
作
品
を
見
て
語
る
会
」

の
会
場
は
オ
ム
ニ
バ
ス
ジ
ャ
パ
ン
赤
坂

支
社
の
試
写
室
を
９
月
３
日
と
10
日
を

仮
押
さ
え
し
た
。
参
加
人
数
に
よ
っ
て

は
２
部
制
に
す
る
場
合
も
あ
る
。

〈
報
道
活
動
部
門
〉  

特
に
動
き
は
な
か
っ
た
。

◇
企
画
事
業
委
員
会　

川
喜
田
委
員
長

・
２
月
19
日
の
セ
ミ
ナ
ー
は
76
人
の
参

加
者
で
、
約
６
万
円
の
黒
字
だ
っ
た
。

◇
マ
イ
ベ
ス
ト
Ｔ
Ｖ
賞
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

滝
野
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
リ
ー
ダ
ー

・
Ｇ
メ
ン
バ
ー
／
正
会
員
サ
イ
ト
の
デ

ザ
イ
ン
を
提
出
。
現
在
細
か
い
手
直
し

と
決
済
サ
ー
ビ
ス
登
録
の
申
請
中
で
、

３
月
中
に
は
完
成
の
予
定
。

２
．
そ
の
他

①
退
会
の
件

維
持
会
員　
ｍ
ｍ
ｂ
ｉ
（
～
６
月
）

②
選
挙
管
理
委
員
会
の
件

・
選
挙
管
理
委
員
は
末
田
倫
子
さ
ん
、

田
川
義
博
さ
ん
、
福
島
俊
彦
さ
ん
の
３

名
。
３
月
初
旬
に
選
挙
の
投
票
用
紙
を

発
送
し
て
、
開
票
は
３
月
30
日
と
す
る
。

③
倉
庫
漏
水
被
害
に
つ
い
て

・「
放
送
批
評
」「
Ｇ
Ａ
Ｌ
Ａ
Ｃ
」の
在
庫

な
ど
を
収
容
す
る
た
め
に
借
り
て
い
る

倉
庫
で
、
漏
水
に
よ
り
、「
放
送
批
評
」10

冊
が
被
害
を
受
け
た
。
倉
庫
業
者
の
仲

介
で
被
害
請
求
す
る
予
定
だ
が
、
印
刷

会
社
か
ら
雑
誌
の
形
態
で
復
元
す
る
見

積
り
が
出
た
の
で
、
こ
れ
を
提
出
す
る
。

④
ギ
ャ
ラ
ク
シ
ー
賞
贈
賞
式
演
出
の
件

演
出
担
当
の
入
江
理
事
か
ら
各
部
門
ご

と
に
選
奨
を
壇
上
で
贈
賞
す
る
現
行
の

演
出
を
、
時
間
短
縮
の
た
め
や
め
た
い

と
提
案
が
あ
っ
た
。
こ
れ
に
つ
い
て
ギ

ャ
ラ
ク
シ
ー
賞
の
各
部
門
が
ど
の
よ
う

に
考
え
る
の
か
を
委
員
会
で
話
し
合
っ

理
事
選
挙
は
３
月
30
日
開
票

３
月
初
旬
に
投
票
用
紙
発
送

︱
2
月
理
事
会
報
告
︱
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て
も
ら
っ
た
。

ラ
ジ
オ
部
門
・
橋
本
委
員
長
「
ラ
ジ
オ
委

員
会
で
は
12
人
中
８
人
が
選
奨
で
上
が
る

の
は
価
値
が
あ
る
こ
と
だ
と
い
う
意
見
だ

っ
た
。
ほ
か
の
４
人
は
入
江
理
事
の
提
案

に
賛
成
だ
っ
た
。
会
場
配
布
の
パ
ン
フ
レ

ッ
ト
を
充
実
さ
せ
て
ほ
し
い
と
い
う
意
見

も
あ
っ
た
」

Ｃ
Ｍ
部
門
・
稗
田
委
員
長
「
基
本
的
に
は

提
案
に
賛
成
だ
が
、
長
尺
物
の
Ｃ
Ｍ
作
品

を
上
映
す
る
際
は
工
夫
が
必
要
だ
と
の
意

見
が
出
た
。
発
表
の
時
に
制
作
者
名
な
ど

が
字
幕
で
紹
介
さ
れ
た
ほ
う
が
い
い
」

テ
レ
ビ
部
門
の
丹
羽
委
員
長
か
ら
は
「
提

案
に
つ
い
て
特
に
異
論
は
な
か
っ
た
が
、

視
覚
上
の
演
出
が
必
要
に
な
る
の
で
は
と

い
う
意
見
が
あ
っ
た
」
報
道
活
動
部
門
の

鈴
木
委
員
長
か
ら
は
「
選
奨
の
当
事
者
か

ら
不
評
な
の
で
あ
れ
ば
、
入
江
理
事
の
提

案
に
賛
成
」
と
の
回
答
が
メ
ー
ル
で
あ
っ

た
。

こ
れ
に
つ
い
て
意
見
交
換
し
た
。
出
席
理

事
か
ら
は
「
贈
賞
式
で
制
作
者
を
壇
上
に

登
ら
せ
る
こ
と
が
で
き
る
の
は
い
い
こ
と

な
の
で
、
そ
れ
を
な
く
し
て
し
ま
う
の
は

反
対
」「
地
方
か
ら
来
る
方
た
ち
に
と
っ

て
登
壇
は
晴
れ
の
舞
台
。
な
く
な
る
と
応

募
本
数
が
減
る
の
で
は
」「
表
彰
式
は
丁

寧
に
や
っ
て
、
パ
ー
テ
ィ
を
簡
素
化
し
た

ほ
う
が
い
い
」「
ア
カ
デ
ミ
ー
賞
方
法
の

演
出
は
難
し
い
」「
会
場
も
変
わ
る
の
で
、

変
え
る
な
ら
今
し
か
な
い
」
な
ど
の
意
見

が
出
た
。

藤
田
専
務
理
事
か
ら
有
意
義
な
意
見
交
換

が
で
き
た
の
で
、
３
月
の
理
事
会
で
決
定

し
た
い
と
の
提
案
が
あ
り
了
承
さ
れ
た
。

次
回
以
降
の
理
事
会　

３
月
29
日（
火
）

４
月
28
日（
木
）

【
出
席
】
音
好
宏
、
橋
本
隆
、
藤
田
真
文
、

川
喜
田
尚
、
飯
田
み
か
、
藤
久
ミ
ネ
、
稗

田
政
憲
、
滝
野
俊
一
、
石
井
彰
、
市
村
元
、

碓
井
広
義
、
小
田
桐
誠
、
茅
原
良
平
、
上

滝
徹
也
、
小
林
毅
、
桜
井
聖
子
、
嶋
田
親

一
、
水
島
宏
明
、
中
島
好
登

広
報
史
研
究
者
の
視
点
か
ら

�

国
枝
智
樹

　

１
９
８
４
年
、
ブ
リ
ュ
ッ
セ
ル
生
ま
れ
。

18
才
ま
で
バ
ク
ダ
ッ
ド
や
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
な

ど
世
界
７
都
市
で
過
ご
し
、
色
々
な
国
の

テ
レ
ビ
番
組
を
見
な
が
ら
過
ご
し
た
の
ち
、

上
智
大
学
で
博
士
号
（
新
聞
学
）
を
取
得

し
て
、
現
在
大
正
大
学
で
助
教
を
し
て
い

ま
す
。

　

主
な
研
究
テ
ー
マ
は
戦
前
か
ら
現
在
に

至
る
広
報
の
歴
史
で
す
。
近
年
で
は
さ
ま

ざ
ま
な
事
情
で
広
報
番
組
な
い
し
広
報
的

な
情
報
提
供
や
演
出
を
伴
う
番
組
が
増
え

て
い
ま
す
が
、
広
報
は
商
品
や
サ
ー
ビ
ス

の
売
上
に
貢
献
す
る
一
方
、
偏
っ
た
情
報

も
提
供
し
ま
す
。
政
治
的
に
も
経
済
的
に

も
偏
っ
た
情
報
が
各
種
メ
デ
ィ
ア
に
溢
れ

て
い
る
と
さ
れ
る
現
在
、
放
送
に
対
し
て

公
平
・
中
立
な
批
評
活
動
を
行
う
こ
と
の

重
要
性
は
改
め
て
高
ま
っ
て
い
る
と
感
じ

て
い
ま
す
。

　

こ
の
た
び
、
大
学
院
の
指
導
教
授
だ
っ

た
音
好
宏
先
生
の
お
誘
い
を
う
け
、
私
も

広
報
の
研
究
者
な
り
に
、
微
力
な
が
ら
放

送
批
評
懇
談
会
の
活
動
に
貢
献
で
き
れ
ば

と
思
い
入
会
い
た
し
ま
し
た
。
よ
ろ
し
く

お
願
い
致
し
ま
す
。

新 入 正 会 員 自 己 紹 介

会
議
記
録

［
2
月
］ 　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

1
日�

（
選
奨
）テ
レ
ビ
月
評
会

17
日�

出
版
編
集
委
員
会

18
日�

（
選
奨
）Ｃ
Ｍ
定
例
部
会

23
日�

（
選
奨
）ラ
ジ
オ
定
例
部
会

24
日�

理
事
会

29
日�

（
選
奨
）テ
レ
ビ
月
評
会


